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.r第九J特別演奏会

「第11..;を歌う会Jが合唱するベートー

ベンの第九特別出奏会が11月29日、 上i口

市民会館で聞かれました。総勢 550人の

合唱問は、 111-1民的:純さんの指揮に群馬交

響楽団の出炎、 4人の独l偶者を交えて*揮官〈

主主ゅの大イトIIr'，をホールいっぱし、に響かせ

ました。約1. 600人の聴衆も、長1 ・J~な歌，tI

に*しみない拍子を送っていました。
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などに努力

市長提案説明

1'"-

提案鋭明をする永野市長(手前)

12月定例市練会が12月 1日から始ま ηまし

た 会期は、 12月17日までの17日間です今

回は、市税条例の一部改正、 61奪三度一般会計

決算認定、 62年度一般会計補正予算など24織

案が提案、審織されています。市長提案説明

の要旨を紹介などを紹介します。

六
十
-
年
度
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
、
税
金
体
で
じ

・
問
。
。
の
伸
び
で

決
算
を
終

f
し
、
健
全
財
政
を
喰
侍

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

市
税
や
同
保
税
の
滞
納
制
が
年
々
撚

附
し
て
物
加
の
傾
向
に
あ
リ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昨
h
T
に
引
き
続
き
「
市

税
怜
滞
納
幣
剛
山
特
別
対
策
本
部
」
を

ぷ
け
、
ト
・・
川
卜
問
日
か
ら
‘
.
卜
R

nま
で
滞
納
税
制
刊
を
抑
制
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和

h

ハ
ト
四
年
は
市
制
鈍

行
じ
ト
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、

記
念
事
業
を
組
み
、
活
性
化
を
図
る

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い
と
考
え
、

こ
の
ほ
ど
準
備
委
員
会
を
組
織
し
ま

し
た
。主

な
施
策
、
事
業

交
通
網
の
整
備
促
進

マ
関
越
道
上
越
線
(
佐
久

・
.
此
地
問
)

今
年
度
末
ま
で
に
は
、
ル
ー
ト
発

裂
が
さ
れ
る
段
附
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
卜
て
日
に
は
、
県
内
起

工
式
が
佐
久
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
促
進
を
図
る
よ
う

関
係
機
関
へ
婆
望
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

マ
北
陸
新
幹
線

卜
月
一ぺ
卜
日
の
附
係
J
R
M行
社
か

ら
の
立
川
凡
(
小
川
紺
告
)
は
、
存
米
線

の
廃
止
な
ど
に
も
触
れ
る
な
ど
、
非

常
に
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
丈

し
か
し
、

市
の
は
叫
川
崎
の
た
め
に
早
期

他
ぷ
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
雄
投
促
巡
に
向
け
、
い
っ
そ

う
努
ん
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
よ
図
バ
イ
パ
ス
(
竹
山
.
削
・
L
K
)

来
存
の
州
辿
に
向
け
、
全
線
に
わ

た
っ
て
舗
銭
工
事
も
、
順
調
に
巡
ん

で
い
ま
す
。

マ
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

来
年
九
月
に
開
通
の
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
後
続
滋
路
も
附

一
泊
に
あ
わ
せ
て
工
が
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

広報うえだ62.12.16(2] 

中
小
企
業
経
営
の

安
定
の
た
め
に

怠
散
な
円
高
な
ど
の
強
い
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
企
業
に
、

市
制
度

資
金
の
貸
付
金
利
を
同
月
に
続
い
て

十
月
か
ら

一
律
(
了
五
%
引
き
下
げ

ま
し
た
。

着
々
と
工
事
が
進
む
平
井
寺
ト
ン
ネ

ル
有
料
道
路



脱
ス
パ
イ
ク
対
策

こ
の
ほ
ど
制
定
さ
れ
た
燥
の
指
導

要
綱
の
周
知
徹
底
を
悶
り
、
道
路
環

境
の
粧
品
備
と
脱
ス
パ
イ
ク
対
策
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
道
路

清
掃
事
も

一
台
購
入
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
県
の
協
力
で
、
浮
遊
粉
じ

ん
設
な
ど
の
詳
し
い
調
査
を
実
絡
す

る
た
め
、
現
在
測
定
却
を
中
心
に
調

査
中
で
す
。
な
布
、
十

一
月
十
三
日

の
市
民
団
体
各
代
表
者
会
識
で
は
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
の
啓
発

や
道
路
清
掃
な
ど
に
つ
い
て
取
り
組

む
、
」
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

指
定
に
向
け
て

去
る
九
月
九
日
に
県
知
事
が
、
通

産
省
に
正
式
糸
認
申
詰
を
提
出
し
ま

し
た
。
現
在
、
側
係
省
庁
か
ら
の
質

問
に
回
答
中
で
す
。
ま
た
、
浅
間
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
協
議
会
と
同
開
発

機
構
で
は
、
こ
の
象
認
が
年
度
内
と

み
て
、
承
認
記
念
事
業
の
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
上

回
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
計
画
の
兵
体
化

に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。テ
レ
ト
ピ
ア
計
画
の
推
進

粉じん収集車による道路清掃(今年2月)

十

十
月
二
十
五
日
、
デ
ー
タ
通
信

が
実
験
的
に
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
高
度
情
報
化
に
向
け
て
市

民
の
関
心
が
高
ま
リ
、
地
域
の
活
性

化
に
役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。

郵
政
省
は
A
1
年
度
、
縞
島
、
松
江
、

山
口
、
そ
し
て
上
聞
の
四
か
所
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
移
動
無
線
電
話
事
業

を
実
施
し
た
い
と
し
て
、
側
テ
レ
コ

ム
・
ュ
ー
を
事
業
主
体
と
し
て
具
体

化
さ
せ
た
い
と
い
う
動
き
が
出
て
い

ま
す
。
こ
の
簡
易
型
移
動
鉱
山
線
は
、

N
T
T
の
自
動
車
電
話
を
よ
り
簡
易

化
し
、
安
い
料
金
で
電
話
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

主
な
条
例
の
改
正
案

-
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
胞
行
に
伴
い
、
負
犯
の
軽
減
措

鑑
、
配
偶
者
特
別
位
除
の
創
設
お
よ

び
七
地
税
制
の
改
巨
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。

圃
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

市
内
大
手
二
丁
闘
の
石
井
光

一
さ

ん
か
ら
多
矧
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、

今
回
で
基
金
の
総
額
は
三
千
六
百
二

十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
寄

附
者
の
ご
怠
向
に
そ
っ
て
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

データ通信実験開始式(市役所ロビーで)

臼
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案

今
削
の
補
正
綴
は
、
七
億
四
千
九

十
七
万
二
千
円
で
、
よ
れ
に
よ
り
補

正
後
の
総
額
は
二
百
三
十・

e

億
三
千

二
百
六
十
二
万
二
千
円
と
な
り
ま
す

{
前
年
間
期
に
比
べ
六

・
凹
%
の
地
)
。

歳
入
の
主
な
も
の

地
方
交
付
税
二
億
二
千
万
円
、
市

依

一
億
八
千
百
二
十
万
円
、
繰
越
金

.
億
三
百
八
十
七
万
円
な
ど
、
い
ず

れ
も
収
入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し
ま

し
た
。

歳
出
の
主
怠
も
の

-
総
務
費

マ
B
型
肝
炎
予
防
被
種
委
託
料
(
感

染
め
危
険
性
が
あ
る
仕
都
に
従
事
す

る
納
長
を
対
象
)
と
し
て
百
五
十
六

万
円
。

-
民
生
費

マ
賞
新
保
育
闘
の
凶
会
改
築
に
補

助
千
八
百
万
円
。
マ
石
井
碁
金
積
立

金
と
し
て
有
二
十
万
円
。

-
農
林
水
産
業
費

マ
同
和
地
区
農
業
振
興
事
業
で
農

道
、
水
路
の
改
修
工
事
に
四
千
四
百

二
十
三
万
阿
。
マ
森
林
災
害
復
旧
事

業
補
助
金
山千
五
百
十
五
万
円
。

マ
県
単
土
地
改
良
事
業

(神
科
よ
野

な
ど
水
路
改
修
工
事
)
で
二
千
二
百

三
十
万
円
。

-
商
工
費

マ
点
塩
田
林
間
工
業
団
地
、
小
泉

工
業
団
地
へ
の
企
業
の
用
地
取
得
、

工
場
設
絞
め
助
成
と
し
て
八
千
四
百

四
十
六
万
円
」
マ
上
回
商
工
会
議
所
の

「
尚
業
近
代
化
実
施
計
画
策
定
事
業
」

に
補
助
金
二
百
万
円
。
マ
外
同
人
向

け
観
光
案
内
板
{
英
字
)
の
設
債
に

三
百
九
十
万
向
。

-
土
木
費

マ
千
山
町
市
営
住
宅
の
鐙
設
工
事

(
追
加
計
よ
分
)
に
千
六
十
九
万
円
。

マ
下
出
尻
中
品
線
の
改
良
工
事
に
二

千
万
円
。
マ
河
川
改
修
工
事
に
五
千

じ
百
万
円
。
マ
道
路
清
掃
車
購
入
に

千
四
百
五
十
万
円
。
マ
市
の
公
闘
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
製
作
委
託
料
と
し
て
百

八
十
万
川
。

-
教
育
費

マ
室
賀
小
、

小
泉
小
、
川
西
中
の

開
校
な
ど
に
伴
う
諸
経
費
を
一計
上
。

マ
両
光
寺
阿
弥
陀
堂
改
修
工
事
の
補

助
金
て
百
五
十
万
円
。
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昭和62年度上半期(4月""'9月)

の掌針革、
一般会計は・・・

‘誼，
)は収入率

その 他 11億7，693万円(54.2%)

分担金及び負担金 61.車9.117方向(40.9%)

県支出金 鋭意5.522万円(14.0%)

地方受付税 11倦7.463万円(63.5%)

諸収入 16f.~3 .872万円 (5 .2%)

市 慣 181s9，200万円(0.0%)

国庫支出金 211:(U，l52方向(27.1%)

市 税

12st窓163万円(51.7%)

予算現額 224億8，565万円

収入済額 91億 812万円

収入率 40.5% 

その他
3.569万円

(0.0%) 
議会費 / 

トー21s5.691万円..-Iト
(47.4%) / / 

労働賃 I / 
2fs7.525万円/ I 

(68.6%) / 
消防費 I 

61!意2.324万円
(55.1%) 

使用料及び手数
3f.M.379万円

(55.6% 

予算現額に対

する収入率と

執行率の表

市では、市民の皆さんに市の財政状

況を理解していただくため、毎年上半

期と下半期の 2回、定期的に内容を公

表しています。

今回の内容は、昭和62年度上半期に

おける会計別の執行状況ならびに地方

債現在高、一時借入金額、市有財産の

状況です。(昭和62年 9月初日現在)

@万円未満は切り捨てしであります。

-I5d軍事・

)は執行率

衛生費 12億3，581万円(62.9%)

商工費 17低4，011万円(84.9%)

農林水産業費 19(t7.705万円(29.1%)

総務費 22a8，138万円(42.6%)

公債費 23億4，374万円(48.6%)

土木費 331s3.910万円(25.0%)

教育賓 38{J意8.349万円(37.8%)

民生費 441!9，381万円(39.8%)

予算現額 224億8，565万円

支出演額 96憶8，757万円

執行率 43.1 % 

広報うえだ 62.12.16 (4] 



市民の森公園の体育館

公営企業会計は・.. 

収 入 支 出

昔玉眼岨

企業名 (予算現級) (予算現綴)

(収入itftli) (支出演額)

産院事業
2億3.829万円 2~意3.829万円

ー.........・ーーー・・ー
l(s 576万円l!.! 830万円

14!.t8.412万円 14!i8.412万円
水道事業 ーー......................

6他7.246万円7億8.419!i円

明 入 支 出

貰本的収支

盆業名 (f'算現~(i)
(l支予出算8j鰍2額j) 1 

{収入i高級)

産院事業
332万円

1.216756万万引円ー---ーーーー・・・.。
4ii7.265万円 7悠3.294万円

水道司IJ農
1.771n円 lii9.858万円

-収益的収支…事III慢の*f'，o;c的会経常的拘の収入
支出を，示すもの

・ 資本的収支・・・4・，*の紙~;:~・ i，~~り1) 1 ニ liR えてn う注

li~改良、 IQ (J;の*1;'i;i'iM~JIニlfIい

られている8態。ì~ にか泊・る品d'WI

なとeの収入)(，')'，を示すもの

軍璽 61tL，歪E・
J2万市尺

特別会計は・・・

会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健震保険事業 42億9.223万円 14l.t3.133万円 1 4 1.~7. 026万円

突遇策害共済事業 3.947万円 3.470万円 2.043万円

監事官銭 4佑 567万円 i也1.504万円 l他7.558万円

土地取得事業 l億1.6∞万円 1 tal. 6η万円 。
公共下水道事業 231!6.299万円 3億2.993万円 5ii 456万円

老人保健事業 40倦6.182万円 16飽8.694万円 171!5.915万円

蹴啓タ一事業 lii2.056万円 5.507万円 6.1則円

湿田事著書聖書担送
.髭司11 • 4.692万円 2.076万円 1.957万円

農業集落排水事業 1像1.145万円 。 139万円

計 115ii5.714万円 37ii9.052万円 40埠1.256万円.c. 
o 

地方債現在高 一時借入金
現在高一般会計 172(.tU.156万川

特別会計 77f;@2.450万円

(合計) 249f.@3.606Jj川
10他5.000万円

ー，、，、，、，、，、，、J、d、d閥、

-積立金

11償796万円

-有価証券

4，450万円
-土 地

166万3，548rr1

mmv d
 

る
-建 物

25万124rr1

[5] 広報うえだ 62.12.16

-市営住宅
(敷地)22万7，211ni 
(建物)5方8，071rrI 

害

市
有
財
産
の
状
訴
は
:



意外に簡単

チェーンの装着

上
田
市
は
、
た
い

へ
ん
積
雪
泣
が

少
な
い
地
域
で
す
。
そ
の
た
め
毎
年

守
の
な
い
道
路
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

に
削
ら
れ
、
粉
じ
ん
公
害
が
健
康
を

品行
か
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
脱
ス
パ

イ
ク
巡
動
の

m.少
と
し
て
、
タ
イ

ヤ
チ

r
l
ン
の
取
り
付
け
々
を
覚
え

ま
し
ょ
う
。

作
過
タ
イ
ヤ
で
冬
を
過
ご
す
地
合

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
冬
川
タ
イ
ヤ

を
仙民間
し
で

い
て
も
道
路
の
状
態
に

よ
り
、
タ
イ
ヤ
チ
ー

ー
ン
を
取
り
付

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
均
合
が
あ
り

ま
す
。日刷

近
で
は
非
令
制
チ
i
l
ン
や
改

①
宮
阜
を
で
き
る
だ
け
平
た
ん
な

場
所
に
駐
車
し
、
チ
ェ

ー
ン
の

中
央
部
が
タ
イ
ヤ
の
頂
点
に
く

る
よ
う
に
、

広
げ
た
ま
ま
タ
イ

ヤ
に
の
せ
ま
す
。
こ
の
時
、
チ

ヱ
l
ン
の
裏
が
表
面
に
く
る
よ

う
に

{
矢
印
)
注
意
し
て
。

、
)

'

d

‘
 

⑦
長
さ
印

j
m
m
の
針
金
の
先
を
曲

げ
た
も
の
を
用
意
し
、
内
側
の
チ
ェ

ー
ン
の
先
に
針
金
の
曲
が

っ
た
部
分

を
引
っ
か
け
ま
す
。

良
型
の
金
属
チ
ェ
ー
ン
な
ど
取
り
付

け
や
す
い
も
の
や
、
簡
単
に
取
り
付

け
で
き
る
岱
日
付
も
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
金
属
チ

工

1
ン
を
簡
単
に
取
り
付
け
る
方
法

を
制
介
し
ま
す
(
別
国
)
。
実
際
に
約

分
で
や
っ
て
み
る
と
、
思
っ
た
よ
り

泌
に
で
き
る
も
の
で
す
。

本
的
的
な
勺
の
令
節
の
前
に
，
度

チ
ェ
ー
ン
の
取
り
付
け
糾
明
け
を
し
て

み
ま
し
主
う

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
頃
諜
(
内

線
3
0
1
)

※
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
の

道
具
を
お
貸
し
し
ま
す
。

a 

@
チ
ェ
ー
ン
の
半
分
を
内
側
に
落
と

す
よ
う
な
感
じ
で
、

針
金
を
引
っ
張

り
な
が
ら
、
引
っ
か
か
っ
て
い
る
部

分
(
チ
ェ
ー
ン
の
先
)
を
手
前
に
引

き
出
し
て
内
側
の
フ
ッ
ク
を
か
け
ま

す
。

@
チ
ェ
ー
ン
が
タ
イ
ヤ
に
平
均
的
に

か
ぶ
さ
っ
て
い
る
か
、
た
る
み
が
な

い
か
を
確
認
し
、
チ
ェ
ー
ン
バ
ン
ド

を
か
け
ま
す
。
装
着
後
、
初

m
ほ
ど

古
串
を
走
ら
せ
、
チ
ェ
ー
ン
バ
ン
ド
の

た
る
み
な
ど
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

↓
 ，. 

@
内
側
に
ず
ら
し
た
チ
ェ
ー
ン
を
元

の
位
温
ま
で
引
き
戻
し
、
外
側

(手

前
側
)
の
フ
ッ
ク
を
か
け
ま
す
。

をにト ーー?でア言Z
持か二上竺~
1rけ月間-
して i交 臨 ~t
手去 1-坦 蒔属
?と nJ 運電音

おす32行車華
rn 、従 11 しを主
手臨か本 ま 寺

ft ll年らで 寸
?そ ~'U Ji: 1ま ヲ
コ'Ii[.1. 
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 別所発 上回 {f 1:l:ll発 ゆ'lIi斤lt

22:00 22:27 22:50 23: 17 
22:37 23:04 23: 15 23:45 
23:49 0: 16 23:45 0: 15 
0:22 0:49 0:20 0:47 
0:52 1 : 20 1 :06 1 :33 
] :08 1 :35 1 :43 2: 10 
1 :45 2 : 12 2 : 15 2 :42 
2 :16 2 :46 :l :53 3 :20 
2 :54 3 :24 3 :40 <1 :07 
3 :42 4 :09 4 :40 5 :07 
<1 : 27 I 4 :54 5 :05 5・32

(上り}-
J
R
東
日
本

士走'f発 1:111 n 1:111従 lHr. {1 
23:22 23:59 23:01 23:44 
23:52 。:31 23:32 0:08 。:23 1 :02 。:07 0:46 
1 :01 1 :39 1 :07 1 :45 
1 :3.1 2 : 12 1 :42 2 :20 I 
2 :50 3 :30 2: 18 2 :56 I 
3 : 18 3 :57 ト子:;? 3 :29 
3 :48 4:256 8 4 : 16 
1 :20 ，1 :36 5 :15 
5 :00 5 :39 5 : 10 5 :49 

・8列車とも漫野駅で轡光匂行曾パスに連絡
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A 
尿
で
わ
か
る
病
気

本
格
的
な
寒
さ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
元
気

で
す
か
。
今
回
の
テ
l
マ
は
、
「
尿
で
わ
か
る
病
気
」
で
す
。

相
談
室
な
ど
で
健
康
相
談
を
し
て
い
る
と
、
尿
の
織
査
を
希

望
さ
れ
る
方
が
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
尿
の
変
化
で
、
病
気

を
知
る
目
安
に
し
て
い
る
方
が
、
多
い
よ
う
で
す
。

腎
臓
で
老
廃
物
を
ろ
過

行
問
臓
は
、
背
中
の
下
、
制
腰
よ
り

少
し
L
L
の
いu川
さ
に
あ
っ
て
、
在
エ
匂
一

つ
あ
り
ま
す
。
行
臓
に
は
ネ
フ
ロ
ン

と
呼
ば
れ
、
血
液
か
ら

ε山
崎
物
を
ろ

過
す
る
例
き
を
す
る
も
の
が
・
-
行
万

例
も
あ
り
、
こ
こ
で
は

.u.山川
h

ハ
ト

リ
マ
ト
ル
の
水
分
の
中
か
ら
.

・
ムハ

リ
y
ト
ル
ほ
ど
の
似
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
行
臓
で
は
、
老
廃
物
を
出

す
ば
か
り
で
な
く
、
体
に
ま
だ
必
婆

な
も
の
は
、
再
峨
収
す
る
働
き
も
あ

り
ま
す
の
で
、
行
腕
に
病
気
が
あ
る

と
、
体
に
必
桜
な
も
の
ま
で
Mm
の
中

に
出
て
し
ま
い
ま
す
。

尿
検
査
と
病
気

川
原
た
ん
ぱ
く
・
・
・
臥
液
中
の
た
ん

ぱ
く
れ
の
大
部
分
は
、
行
臓
の
糸
球

体
(
・
不
フ
ロ
ン
の
.
郎
)
で
ろ
過
さ

れ
ま
す
が
、
排
せ
っ
さ
れ
る
た
ん
ぱ

く
は
、
こ
く
微
は
で
す
か
ら
将
通
の

検
在
で
陥
刊
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
附
性
に
山山
た川崎
A
U
は、

肝
臓
の
病
気
を
縦
い
ま
す
。
し
か
し

激
し
い
運
動
の
後
や
入
浴
後
な
ど
に

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
均
ム
口

は
、
心
配
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
以
た
ん
ぱ
く

が
陽
性
に
出
た
時
は
、
制
浴
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

間
尿
糖
・
・
・
胤
液
中
の
納
も
健
康
な

人
は
、
ほ
と
ん
ど
叫併
せ
っ
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
行
臓
の
病
気
か

納
尿
病
の
悦
い
の
あ
る
人
は
、
多
川
引

の
舶
が
俳
せ
っ
さ
れ
ま

t
。
し
か
し

け
い
も
の
の
食
べ
す

g
で
血
納
が
い
仙

く
な
り
、
制
が
Mm
に
あ
ふ
れ
山
山
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
川
部
織
が
陪
仲
間

と
言
わ
れ
た
人
は
、
血
械
の
検
立
も

必
要
で
す
。

自
分
で
発
見
す
る
法

川
原
の
色
が
濃
い

:-
M
の
衿
い
時

や
げ
を
か
い
た
時
は
、

Mm
の
川
が
少

な
く
な
り
、
色
も
漉
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
の
都
知
を
飲

ん
だ
時
に
も
一
時
的
に
尿
が
赤
っ
ぽ

く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
水

分
を
補
給
し
た
り
、
誕
の
服
問
を
止

め
る
と
治
っ
て
し
ま
う
の
で
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ぶ
ど
う
消
の
様
な
色

を
し
て
い
た
り
、
鮮
紅
色
、
附
則
附
み

色
の
均
A
口
は
、
附
w枇
炎
、
臥
け
ぷ
炎
、

行
結
石
、
油
川
弘
腕
が
ん
な
ど
の
病
気

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

間
尿
の
出
が
悪
い
:
・
尿
の
出
に
く

く
な
る
病
気
の
第
一
は
、
前
立
腺
肥

大
で
す
。
お
年
寄
り
の
男
性
に
多
い

病
気
で
す
が
、
尿
道
が
炊
く
な
る
病

気
や
肪
脱
結
石
な
ど
で
も
Mm
の
出
は

必
く
な
り
ま
す
。

Mm
の
出
が
必
い
時

は
、
年
を
と
っ
た
の
だ
か
ら
あ
た
り

ま
え
と
考
え
ず
、

4

度
医
師
の
診
祭

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

間
同
席
の
震
が
多
い
:
・
ね
た
ら
の
勝

脱
は
、
:
・
万
円
か
ら
・
九
行

∞
た
ま
る
と

が
ま
ん
で
き
な
く
な
り
ま
す
.
け

に
問

i
hハ
州
ト
イ
レ
に
通
う
と
す
れ

ば
、
.
け
.
リ
ッ
ト
ル
か
ら
・
咽
リ
y

ト
ル
の
城
が
緋
せ
っ
さ
れ
る
叔
で
す

が
、
一

n十
削
以
上
も
通
い
、
尿
の

ほ
も
二
・
リ
y
ト
ル
を
結
え
る
伶
な
ら
、

精
以
病
、
行
悩
州
、

Mm出
制
症
と
い
っ

た
州
気
を
縦
い
ま
す
。

附
そ
の
他
・
:
以
が
濁
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
以
の
泌
脱
が
.
ト
J

た
り
、

ア
ル
カ
リ
性
が
強
か
っ
た
時
に
な
り

ま
す
の
で
、
そ
う
必
配
は
あ
り
ま
せ

ん。
ト吋

H
、
何
気
な
く
排
せ
っ
し
て
い

る
採
で
す
が
、
回
以
を
似
宗
す
る
だ
け

で
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
淀
川
沌
で
き
ま

す
の
少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と

感
じ
た
ら
、
い
め
い
医
師
に
必
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ

線
2
9
1
)

保
協
子
防
ぷ

{内

知ろう守ろう最低賃金冬休み中に

プラネタリウムを特別投影 M' í!~ 代金1.:1:、常m、臨時、ハ

ートなどの加i川や~!.t業J形態にか

かわら t、すべての労働者に適

JrJされま 4

このほど「長野県最低賃:fl:J

か 1日3，581円(l'時間448PJl以

上に改正されました

J-.川行1I造館 (ft申01111) でlよ、冬休み111、次

1':より 7 ラネタリウムの特別.j"l(:jUをします。

t>役影内容 冬のi込笠と私式二九の地球

t>投影期間 1 R 4 11IJI)-8 fl伽

t>役須長時間 いずれも午前1111阜、午後 l時30分、

防13HJの 3r司

広報うえだ62.12.16{ア]



ん

)

占

C
括
判

健

衛

'
i
/

弁

償

l
I
1
長

白

'!.9-転入者に聞く

街
並
に
風
情
が
:
・

長
弁
さ
ん
は
昨
年
十
月
、
転
勤
で

埼
玉
県
岩
山
慨
市
か
ら
上
田
市
へ
転
入
・

さ
れ
ま
し
た
。
家
族
は
、
奥
さ
ん
と

二
人
で
す
。

上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

空
気
が
き
れ
い
で
、
天
気
の
い
い

口
が
多
い
こ
と
で
す
。
友
人
を
連
れ

て
く
る
と
、
「
ベ

l
ル
を
は
い
だ
よ
う

だ
」
と
J
う
く
ら
い
。
ま
た
、
山
や

川
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
、
安
も
す

っ
か
り
気
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。

衡
の
中
を
歩
い
て
い
て
も
、
飽
き

防災への関心高めて

m~lj1q切では 11 月 28 日、農村環境改;!f.セン

ターで取持11.ttl!T(防災フェアをIIHmiしました。

消It}jlII~I;jの民示、 1也渓E与の体験来*、防災パ

ネルJPi(-写真)など盛りだくさんの内科に、

訪れた市民の関心を呼んでいました。

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
義
道
に
入
る
と
、
古

い
家
並
や
お
寺
が
あ
っ
て
、
近
代
的

な
街
並
に
風
情
を
添
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

|

|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

ト

一
万
郎
市
と
し
て
は
、
ス
ー
パ

ー
や
大
型
山
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

反
菌
、
一
明
あ
た
り
の
商
品
数
が
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
岩

槻
市
で
は
、
そ
の
逆
で
対
象
的
で
す
。

上
岡
市
は
、
緑
も
多
く
、
ス
ポ
1

ツ
・
文
化
施
設
が
強
い
、
環
底
的

ド
は
渦
泌
し
て
い
ま
す
。
表
も
、

上
旧
公
閣
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
、

木
彫
教
室
で
山
本
紀
念
館
を
よ
く

利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、

地
元
の
人
が
親
切
な
こ

と
。
漬
け
も
の
な
ど
を
い
た
だ
い

た
り
し
ま
す
。

市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

近
く
に
国
道
一
四
三
号
線
が
通

っ
て
い
ま
す
が
、
歩
道
が
炊
く
て

少
し
危
険
で
す
。
ま
た
、
冬
は
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
が
少
な
く
な
る
の

で
、
潟
水
プ

l
ル
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
運
動
不
足
解
消
に

つ
な
が
り
ま
す
。

楽
し
く
歩
い
た

H

塩
田
平
H

[8] 広報うえだ 62.12.16

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
宮
崎
レ
リ
l
繊

(
小
泉
)
千
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
東
京
電
力
闘
千
曲
川
電
力
所
縁

点
字
国
品
川
H

問
ト
八
冊
点
字
問
書
館

へマ
甲
回
次
子
繊

(
倉
升
)
非
常
用
サ

イ
レ
ン
鰍
息
印
刷
へ

マ
下
室
賀
公
民
館
機

五
千
四
行
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
日
本
た
ば
こ
産
業
側
様
た
ば
こ

の
暇
い
殻
受
け
容
器
工
一
ト
個
上
回

公
開
の
環
境
浄
化
に

マ
長
野
大
学
こ
ろ
ぽ
つ
く
る
の
会
緩

二
千
五
行
-
一
卜
七
円
交
通
災
害
遺

児
の
た
め

マ
よ
田
友
の
会
織

三
万
円

老

人

絹
祉
施
設
盤
側
符
基
金
と
し
て

マ
西
沢
書
庫
様

絵
画

s

点

マ
上
国
土
地
建
物
倒
繊
百
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

図
書
券
三
ト
万
円
交
通
災
害
遺
児

へマ
村
越
官
官
三
雄
織
{
L
し
沢
)
柱
時
計

.嶋、

楢
咽
沢
新
五
郎
織
(
防
人
)
、

岩

崎
す
み
子
機

(
凶
城
北
}
カ
ー
テ
ン
一

式
市
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ



身近な情報を
。猿飛くん。でy

よ岡地域テレトピア構想の高度情報化を図

るためのデータ通信実験が、 11月25日から始

まりました。これはCATV (有線テレピ)

回線を利用して、端末機のパソコンから施設

案内、観光情報などを取り出すもので、愛称

は「猿飛くん」。端末機l主、市役所ロピ一、 J

R上田駅、 lまでいや上回底に設置され、使用

は無料ですので、気軽にご利用ください。

v さあ 焼けたかな

このごろは、冬に外で遊ぶチどもたちをあま

り見かけませんね。川辺町児蛍センターでは11

Fl21目、焼きいも大会を聞きました。向センタ

ーの庭には子どもたち50人が参加。木枯らしが

吹きすさぶ中、本さを忘れて淡しんでいました。

いけそうだy

11月22日、「インポートバザール ・グルメ

フェア」が上回崩工会繊所駐車場で聞かれ

ました。主催は、上回商業21世紀会。この

臼は、 1万人を越す市民でにぎわい、市価

より安いワイン、ウイスキーや輸入牛肉の

コーナーが人気を呼んでいました。

こりや

マ
猪
緩
哲
郎
緩

(
鍛
冶
町
)
「
上
回

械
物
語
」
百
冊
小
中
学
校
な
ど
へ

マ
側
サ
ン
ピ
ア
ン
上
田
鹿
様

コ
ン

サ
ー
ト
招
待
券
十
五
枚
母
子
寮
入

所
者
へ年

賀
状
は
早
め
に

出
し
ま
し
ょ
う

年
賀
状
の
受
付
は
、
十
二
月
十
五

日

ωか
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
冗
円
一

に
配
達
さ
れ
る
た
め
に
、
な
る
べ
く

十
二
月
二
十
日
閉
ま
で
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
の
上
田
郵
便
局

の
窓
口
営
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
問
い
合
わ
せ

上
回
郵
便
局
包
⑫

n
u
n
U

弓'弓，~ 12月28日(月)- 1 月 1 日~-
12月31口(本} 1月3日(日)

要事 {更
午前 9時から 午前 9時から

午後 7時まで 午後O時ぬ分まで

為替・貯金
午前 9時から

取り扱いません

保険・年金
午後4時まで

年末年始の窓口営業(上回郵便局)
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市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

年
末
年
始

犯
罪
や
事
故
に

気
を
つ
け
て

年
末
年
始
は
、
特
に
犯
採
や
交
通

事
故
な
ど
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

各
家
庭
で
次
の
事
項
を
守
り
ま
し

争。、「，。

マ
外
出
す
る
と
き
は
戸
締
ま
り
を
確

認
し
、
隣
近
所
へ
声
を
か
け
ま
し
ょ

、7
。

マ
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

の
励
行
を
。
ま
た
、
自
転
車
に
は
カ

ギ
働
け
を
お
忘
れ
な
く
・

マ
交
通
ル

l
ル
を
守
り
、

交
通
事
故

を
家
胞
か
ら
山
山
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

マ
隣
近
所
で
協
力
し
、
暴
力
や
悪
質

な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
、
つ
。

マ
家
族
の
話
し
合
い
を
通
じ
、
少
年

を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

特
別
養
子
制
度
ガ

新
設
さ
れ
ま
し
だ

民
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
「
特
別

幾
子
制
度
」
が
新
殺
さ
れ
、
米
年

一

月

一
円
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
養
子
と
な
る
人
は

原
則
と
し
て
六
滋
米
湘
で
あ
り
、
養

殺
と
な
る
人
は
失
州
で
そ
の
年
齢
が

τト
五
歳
以
上
で
あ
る
場
合
な
ど
、

一
定
の
要
件
が
あ
っ
て
家
庭
必
判
所

の
策
判
に
よ
り
、
災
の
親
子
関
係
と

同
様
の
紋
子
関
係
を
形
成
さ
せ
る
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
養
子

林
組
を
し
よ
う
と
す
る
養
級
は
、
ま

ず
家
庭
裁
判
所
に
そ
の
申
し
立
て
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

{
内
線
2
7
2
・
2
7
3
)
ま
た
は

長
野
地
方
法
務
局
上
回
支
局
(
宮
⑫

2
0
0
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
.健

康
戸
ツ
ブ
教
室
を

開
催
し
ま
す

市
で
は
、
健
康
生
活
の
コ
ツ
を
や

ぴ
、
毎
日
の
生
活
を
見
直
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
次
に
よ
り
「
健
康
ア
ッ

プ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
対
象
者
四
十
歳
以
上
の
市
内
に

住
む
人

マ
会
場
上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健康アップ教室日程表

問主主 1JJ 11 l勾 容

l 
Wf. IIIIO式オリエンテ ション

1 fl14A (~唱 よれカ、らの健康づく リ 食事診断

2 211 1 flU自
量産放と運動のかかわリ{実後}
健康と食事事

3 2H15fl(/oD 
情ま しい食生活

• [1の献立から(調型f:X智)

4 2 H29n(/p 
1留の健康 ブラッシング
さわやかに体を動かそう{実技}

5 3J1lIflω 
k手なストレスの解消法
It味をおさえたおやつ 開銀式

(
市
役
所
衛
庁
舎
二
階

)

一

マ
期
日
・
内
容
別
表
の
と
お
り
一

マ
定
員
四
十
人
(
定
員
に
な
り
一

次

第

締

め

切

り

ま

す

)

一

マ
申
込
方
法
六
十
三
年

一
月
七
日
…

附
ま
で
に
保
健
予
防
課
(
内
線
2
一

9
1
)

へ
屯
紡
な
ど
で
お
申
し
込

一

み
く
だ
さ
い
。

一

よ
図
保
健
所

健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
す

議時IIIH~、いずれ b 午後 l 時30分から 4時.

マ
と
き
昭
和
六
十
三
年
.
月
二

十
八
日
制
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら

午
後
二
時

マ

と

こ

ろ

上

間

保

健

所
(
AH

州
斤
合
)
マ
内
容

①
健
康

成
測
定
(
検
Mm、
血
液
検
食
、
心
電

附
な
ど
)
②
休
必
・
栄
長
診
駈
@
倒

人
相
談
な
ど
マ
定
員

-

a

ト
人
(
定

以
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
マ

料
金
問
千
じ
.h
・・
十
円

{
宙
人
)

マ
申
し
込
み

一
一川
--
十

.
日
附
ま

で
に
L
L
間
保
健
所
{
宮
@
1
2
6
0
)

へ
危
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

今月の納税

第 3期
固定資産税

(都市計画税)

国民健康保険税 第 6期

広報うえだ 62.12.16[10] 

.l&税総{内線241)

① 日常生活上の法律相鮫 (予約制) [>とき…

lJ:j81] 働午前 9時30分から同11時30分、 1

月22FI胸午後 1時30分から問 3時30分 [>と

ころ…本庁1'r3附 [>予約先一生活環境課(内

線303)

②土地・建物の法制険相鮫 [>とき… 1月14日制

午後 11ゆから同 4時 [>ところ…酋庁舎 2階

i月の相談業務



農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

-由甲
輔.，
は

一
月
+
日
ま
で
に

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
簡
に
基
づ

き
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
作
成
さ

れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
管
さ

ん
に
今
月
中
に
印
刷
く
よ
う
出
甲
府
舎
を

お
配
り
し
ま
す
.
所
定
の
欄
に
正
確

に
記
入
の
う
え
、
米
年
の
二
月
十
口

ま
で
に
農
業
委
ハ
H

会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
一
月
十
日
ま
で
に
綾
出
し

な
い
と
巡
地
下
人
名
簿
に
笠
蝕
さ
れ

ず
、
選
幣
の
隙
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

巾
制
哨
H

は
、
農
業
後
円
以
会
で
務
貸

し
た
後
、
逃
併
特
H

問
委
品
会
へ
送
付

さ
れ
ま
す
。
選
晶
子
管
理
委
品
会
で
は
、

申
前
舎
に
基
づ
い
て
二
月
二
十
日
ま

で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
十

五
日
間
、
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

も
し
、
名
簿
に
脱
出
削
や
鉄
総
が
あ

れ
ば
、
縦
覧
期
間
中
に
選
挙
人
は
異

論
の
ゆ

Lmが
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
ト

一
日
に

確
定
し
、
そ
の
後

一
年
間
、
農
業
委

保健予防課

(内線289)

• 1月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1時一 2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル (4・10か月

児)、街ブラシ (1歳 6か月v(.)。また、 1議 6か

月兇と 3歳児{止、赤、ちゃん手帳の中にある健康

診脊果を記入してお持ちください.

保健コーナー

只
会
委
員
選
診
に
使
わ
れ
ま
す
.

盲
導
犬
を

お
貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
枕
覚
障
害
者
の
生
活
聞

を
拡
大
し
、
自
立
官
民
正
と
社
会
復
帰

を
促
進
す
る
た
め
、
盲
導
犬
貸
与
事

業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

視
覚
障
容
者
に
と
っ
て
、
行
動
の

自
由
は
社
会
的
向
立
の
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
古
u
導

犬
は
、
視
党
陣
容
者
の
歩
行
を
安
全

で
容
易
に
す
る
た
め
に
特
別
に
訓
練

さ
れ
た
犬
で
、
盲
導
犬
の
使
用
に
よ

上田市保健センター {市役所所庁舎2階}

鍵 診 実施日 ~;J- 績t 児

4か月 児
1月7日 62年 8月1611-8月31日生

1月19日 62年 9JJl日-9月15日生

10か 月児
1月8日 62.if. 2月16門-2月28日生

1月21日 62.fp 3川lU-3月15日生

1首長6か月児
1月6日 61.if. 6月16Ff -6月30日生

1月20日 61年 7月1日-7月15日生

歳 児
1 JH8日 59~12}J 1日-12月15B生

3 
1月29日 59年12月16日ー12月31B生

っ
て
大
き
な
行
動
の
自
由
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
分
と
し
て
六
月
ト
六
日
付

け
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

希
望
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

再
度
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

マ
貸
与
条
件

①
視
覚
障
害
者

一
級

で
十
八
歳
以
上
の
在
宅
者
②
現
に
職

に
就
い
て
い
る
か
、
近
く
職
に
就
く

こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、
盲
導

犬
を
有
効
に
利
川
で
き
る
人
③
宵
導

犬
訓
練
所
(
和
歌
山
県
)
で
約

一
か
月

聞
の
A
H
m

訓
練
を
受
け
ら
れ
る
人
④

本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と
(
え
さ

代
な
ど
で
月
約

一
万
円
の
負
担
に
な

温国母子健康センター (福岡地区)

62年 8月160-9月15日生

62年 2月16日ー 3月15日生

61年 5 J=j 16 FI - 7}~ 15 日生

川西社会得祉センタ- ()II問地区)

62年 8η16日-9月15B生

62.if. 2月16n-3月15日生

61.if. 6 })l6日-7月15日生

り
ま
す
)

マ
貸
与
頭
数

三
朗

マ
申
し
込
み

昭
和
ムハ
ト
一三
年

.η

卜
六

nω
ま
で
に
卜
.
問
点
字
削
除
川
館

(
材
木
町

一
l
ニ1
4
E
@
1
9
7

5
)
へ。工

業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

今
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ

‘
れ
ま
す
。

日

こ
の
悶
殺
は
、
会
同
の
製
造
業
を

一
対
総
に
郁
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製

{
巡回附
出
向判
瓶
な
ど
を
調
査
し
て
、
ゎ

~
が
閣
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

)
る
も
の
で
す
。
悶
査
結
果
は
、
各
種

}
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
た
り
、

一
民
間
に
お
け
る
経
営
計
画
の
資
料
な

(
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

~

十
二
月
下
旬
に
県
知
穆
か
ら
任
命

}
さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
に
お
伺
い

一
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

一
・
問
い
合
わ
せ

企
同
深
(
内
線
6

{
1
9
)
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中
小
企
業
退
職
傘
共
演

衛
助
金
申
請
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
退
職
し
た
従

業
員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業

主
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
か
ら
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
申

閉
は
、

一
月
三
十
日
ま
で
で
す
の
で
、

次
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
.

-
市
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

市役所など一一一

年末年始は休みます

市
で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
、
昭

和
五
十
九
年
以
降
の
加
入
者
に
働
金

の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助

金
額
は
、
加
入
し
た
月
か
ら
三
年
間

掛
金
の
ニ
O
%
(一
人
月
額
六
百
円

限
度
)
で
す
。

-
提
出
期
限
は

一
月
二
十
日

事
業
主
は
、
来
年
一
月
二
十
日
ま

で
に
、
今
年

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
掛
金
に
対
す
る
補
助
金
交
付
申
制

称
を
市
労
政
撚
(
内
線
2
2
9
}
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
特
定
退
陣
鴨
金
共
演
に
も
補
助

も
う

一
つ
の
退
職
金
共
済
制
度
と

-市役所(霊殿 ・温回・JlliN支所)

12月29日-1月3日まで、 f木みになります。 [>

戸籍の届け出(出生 ・死亡など) ，::、市役所宿直

筆{市役所西iP'IJ) で扱います。[>収税標';t，12月31

8の正午まで、市税などの納入と納税相談を行っ

ていますo(出入口は本庁舎西側入口)

・水道修理

水道管の凍結など水道事故は、市役所宿直室(宮

@4100)へご述給ください。

・し尿くみ取り

12月30円-1月 3Bまで、 f本みになります。(例

年、年末になるとトイレのくみ取りが集中し、処

Jlj!J，必が大変i混雑します。 まだ余絡のある家庭は、

できるだけ 1月に延ばすようお願いします)

・各施肢の休業

し
て
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
商
工
会
蟻
所

や
商
工
会
な
ど
が
実
施
す
る
共
清
制

度
で
、
市
で
は
こ
の
制
度
に
加
入
し

た
中
小
企
業
の
事
業
主
の
符
さ
ん
に

も
同
様
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
登
録
情
報

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ベ
ビ
ー
か
ご
(
ふ
と
ん
付
)
無
料

マ
オ
ル
ガ
ン
無
料

マ
学
習
机

無

料

マ
作
業
用
安
全
ぐ
っ

三
千
円

マ
ぶ
ら
さ
が
り
健
康

器

五

千

円

マ
中
学
生
服
(
女
子
用
)

二
千
問

マ
ド
レ

ッ
サ
ー
(
鏡
台
)

一
万
円

マ
子
ど
も
則
ス
ケ
ー
ト

(m刀
}
無
糾

マ一

輪
市
中
(
荷
物
を
運
ぶ
}
無
料

マ
都
市
ガ
ス
川
コ
ン
ロ

五
千
円

マ
屯
動
チ
ェ
ー
ン
ソ

l

二
千
円

図。館 12月268-1月5日

高齢者領祉センター
12月27日ー1月3日

デイ ・サービスセンター

市長会館、相染問 12月28円-1月4日

市民の森スケート場 12月291J- 1月1日

リージョンプラザ上回創造館

上町市文化センター

惇物館、山本鼎記念館
12月298-1月3日

信機国分寺資料館

ui院、勤労青少年ホーム

働く婦人の家、点字図書館

大泉斎場{火葬) 12ft 31 日午後ーl月2日

大息斎場{ぺット火事事) 12月31日-1月3日

年末年始のごみ収集
毎年、年末はごみの宜が多くなります。今年は

下必の とおり 12月30日まで特別収集しますので、

一度に大量に出さず計画的にぬしましょう 。

続年は1月4白から収集します.

年末年始のごみ収集日程表
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12月27日(日)

28日間

29nω 

301:1附

121J 31日附

-1}l 3日(日)

HJ 4日開)

i本 み

通常の月間日地区のみ収集します

通常の火肌口地区のみ収集します

通常の水陥A.l1k区のみ収集します

広按うえ万62.12.16[12] 
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み

減ごみの出 し1)などルールは通常どおりです.

t脅締事務所ff@0666

通常の月陥日地区のみ収集します

f本
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